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日時：令和８年４月２４日（金） 

場所：本校体育館 



令和８年度  

教育目標および教育課程編成について 
 

１ 基本方針 

 

 

  ＜ 本校の教育目標 ＞                                                                         

心を磨き、地域・社会に貢献できる人へ 

    ～ 自律心・向上心・認め合う心・思いやる心・協力する心・感謝する心 ～ 

 

 

  ＜ 教育課程編成の方針 ＞  

○ 学校教育目標を具現化するために、生徒が自主的･主体的に学習や生活に取り組む

資質・能力・態度を育てることを目指した教育課程を編成する。 

○「生きる力」の理念を重視し、教育目標にある豊かな心を育み、健やかな体になれるよう

調和のとれた教育を進めるための教育課程を編成する。 

 

 

 ☆授業配当計画 ・・・・・・・・・ 基礎・基本的な知識の習得のための授業時数の確保  

【教科週時間数配当表】          上段：年間の時間数  下段：週の時間数 
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【日課時程表】５０分 

 月・火・木・金 水 朝会ありの日 月 火 水 木 金 

予鈴 8:20 8:20  

本鈴 8:25 朝会 8:25～ 

於）体育館 

（出席確認） 

学活 8:25 ～  8:30 朝の学級活動 

１校時 8:35 ～  9:25 8:45 ～ 9:35 学活 

２校時 9:35 ～ 10:25 9:45 ～ 10:35 学活 ○ 道徳 ○ ○ 

３校時 10:35 ～ 11:25 10:45 ～ 11:35 ○ ○ ○ ○ ○ 

４校時 11:35 ～ 12:25 11:45 ～ 12:35 ○ ○ ○ ○ ○ 

給食準備 12:30 ～ 12:45 12:40 ～ 12:55 ○ ○ ○ ○ ○ 

給食 12:45 ～ 13:05 12:55 ～ 13:15 給食・学級内の片付け 

昼休み 

※1 

13:05 ～ 13:20 

【4 月のみ 13:05～13:30】 

（以降 10 分繰り下げ） 

13:15 ～ 13:30 

【4 月のみ】 

【13:15～13:40】 

片付け（返却）・昼休み 

５校時 13:25 ～ 14:15 13:35 ～ 14:25 ○ ○ ○ ○ SELF 

６校時 14:25 ～ 15:15  14:35 ～ 15:25 ○ ○  ○ SELF 

清掃 15:20 ～ 15:30 14:20 ～ 14:30 15:30 ～ 15:40 清掃 

振り返り 15:35 ～ 15:45 14:35 ～ 14:45 15:45 ～ 15:55 個人振り返り 

学活 15:45 ～ 15:50 14:45 ～ 14:50 15:55 ～ 16:00 学活 

※４月は１年生の給食指導定着のため、全学年昼休みを１０分延長し、５・６校時も１０分 

繰り下げて実施します。 

※テスト対策の一環として、帰り学活前に２０分間の学習時間を設けることがあります。 

① 学習評価について 
現在の学習評価は、学習指導要領に定める各教科の目標に対する生徒一人ひとりの達成度をみる「目標に

準拠した評価」です。各教科では、目標をもとに観点別に評価規準を設定し、授業等を通して観点別評価を行

います。前期末と学年末に「観点別評価」とこれらを総合的に判断し総括した「評定」を示します。 

 

１ 評価に関する基本的な考え方 

（１）評価場面 

① 日常の授業、単元・題材のまとめ 

生徒の取組や発言・発表の内容を観察・確認したうえで、ノートやレポート、小テスト、単元テストなど

の記載内容を確認、分析するなどして各観点の評価を行います。 

② 学期末、学年末 

単元や題材ごとに分析した結果を総合し、観点別評価を総括し 5段階で評定を行います。 

（２）評価のための資料 

   ① 各教科では、それぞれの学習内容に適した資料をもとに評価を行います。 

   ② 生徒には学年の始めや新しい学習内容に入る際に、評価のための資料、学習のねらい、 

重要視される点などについて説明を行います。 

③ 定期テストは観点別評価の資料の一つとして捉えます。 

 

 

※ 定期テストは学習内容に対する習得度を観点別に採点して点数を示しています。 

なお、評価・評定についてはテスト結果だけで決定するわけではありません。日頃の学

習活動への取組とあわせて総合的に評価をしていきます。 



２ 観点別学習状況の評価について 

（１）評価の観点・・・全ての教科において次の３観点に基づいて学習評価を行います。 

○各教科の観点ごとに評価する視点や資料、判断材料となるものは各教科にページに記載しています。 

 

３ 観点別学習状況の評価の総括 

学習指導要領が示す各教科の目標に照らしながら、教師が生徒に到達して欲しいと願う目標を定め、 

その実現状況を観点ごとに５段階（ Ａ°、Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ°、Ｃ ）で評価します。 

Ａ° 十分満足できると判断されるもののうち、特に高い程度のもの。 
Ａ   十分満足できると判断されるもの。 
Ｂ   おおむね満足できると判断されるもの。 
Ｃ° 努力を要すると判断されるもの。 
Ｃ   努力を要すると判断されるもののうち、一層努力を要するもの。 

 

４ 観点別評価から５段階評定への総括 

が示している、Ａ°を５点，Ａを４点，Ｂを３点，Ｃ°を２点，Ｃを１点として合計点を算出した場合の一例です。 

（神奈川県教育委員会 令和 2年 3月「カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価～学習評価資料～」より抜粋） 

○Ａ°～ Ｃ の並びは例の通りだけではありません。 

○評定は、観点別評価の総括であり、テストや一つの評価材料だけで判断されるものではありません。 

 

５ ５段階評定への総括 

各教科の目標に照らして、観点別学習状況の評価を基にし、その実現状況を総括的に５段階で評定します。        

５  十分満足できると判断されるもののうち、特に高い程度のもの。 
４  十分満足できると判断されるもの。 
３  おおむね満足できると判断されるもの。 
２  努力を要すると判断されるもの。 
１  努力を要すると判断されるもののうち、一層努力を要するもの。 

観 点 趣 旨 

知識 
技能 

各教科等における学習の過程を通した知識及び技能の習得状況について評価を行うとともに， 
それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で，他の学習や生活の場面でも 
活用できる程度に概念等を理解したり，技能を習得したりしているかについて評価するもので
す。 

思考 
判断 
表現 

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，判断力， 
表現力等を身に付けているかを評価するものです。 

主体的に
学 習 に 
取り組む
態度 

知識及び技能を習得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするために，自らの学習 
状況を把握し，学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうと 
しているかどうかという意思的な側面を評価するものです。 

評

定 

観点別評価と評定の組合せ代表例 

（ ）は合計点 

評 

定 

観点別評価と評定の組合せ代表例 

（ ）は合計点 

５ Ａ° Ａ° Ａ°（15）   Ａ° Ａ° Ａ （14） 

２ 
Ｂ   Ｃ° Ｃ° （７）   Ｃ° Ｃ° Ｃ°（６） 

Ｃ° Ｃ° Ｃ  （５） ４ 
Ａ° Ａ  A  （13）   Ａ   Ａ   Ａ  （12） 

Ａ  A   Ｂ  （11） 

３ 
Ａ   Ｂ   Ｂ  （10）     Ｂ   Ｂ   Ｂ  （９） 

Ｂ   Ｂ   Ｃ° （８） 
１ Ｃ° Ｃ   Ｃ   （４）   Ｃ   Ｃ   Ｃ  （３） 



６ 学習状況の通知について 

各教科の観点別評価及び評定の通知 

全学年共通  ： 10月（前期末）と 3月（学年末）に通知表でお知らせします。 

 ３ 年     ： 上記に加え、11月末までの観点別評価と評定を『進路用の成績』としてお知らせします。 

 

≪令和８年度 定期テスト日程表（４月２４日時点）≫ 

テスト名 実施日 対象学年 1校時 2校時 3校時 4校時 5校時 

前期中間 ６月１０日（水） 

1年 

国語 社会 数学 理科 

学活 

2年 
英語 

3年 

前期期末 

９月 ８日（火） 

1年 

社会 

技術･家庭 

数学 理科  2年 音楽 

3年 美術 

９月 ９日（水） 

1年 

英語 

美術 

国語 

音楽 

 2年 技術・家庭 学活 

3年 音楽 技術・家庭 

後期中間 

１１月 ５日（木） 
3年 

数学 技術･家庭 理科 英語  

１１月 ６日（金） 音楽 国語 社会   

１２月 ９日（水） 1・2年 数学 理科 英語 国語 社会 

学年末 

２月 ４日（木） 3年 理科 英語 国語 社会 数学 

２月２４日（水） 
1年 

理科 
音楽 

英語 国語  

2年 美術 

２月２５日（木） 
1年 美術 

社会 
技術･家庭 

数学  

2年 技術・家庭 音楽 

【確認事項】 

＊保健体育は年間を通して定期テストは実施しません。＊音楽、技術・家庭は昨年通り実施します。 

＊１年生の英語は前期中間テストを実施しません。 

＊２年生の美術は前期期末テストを実施しません。（学年末のみ実施） 

＊３年生の美術は後期中間テストを実施しません。（前期期末のみ実施） 

＊テスト前の諸活動の停止期間を６日に設定します。 

 



国語科 
（１）学習指導要領における目標 

  言葉による見方・考え方を働かせ,言語活動を通して,国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成する

ことを目指す。 

（２）本校における教科テーマ：【「自ら学び、他者と学ぶ」探究的授業づくり】 

（３）本校における観点別評価のための視点と資料とするもの 

観

点 
①知識・技能 ②思考・判断・表現 

③主体的に学習に 

取り組む態度 

視

点 

○社会生活に必要な国語の知識

や技能を身に付けるとともに,我

が国の言語文化に親しんだり理

解したりしているか。 

○論理的に考える力や共感した

り想像したりする力を養い,生

活や人との関わりの中で伝え

合う力を高め,自分の思いや考

えを確かなものにし,広めたり

深めたりしているか。 

○言語がもつ価値を認識すると

ともに,自身を見つめ,課題を理

解し,学びの調整を行いながら粘

り強く学習に取り組んでいるか。 

資

料 

○定期テスト 

（語彙の問題） 

○作文 

○課題の記述内容 

○書写 

(硬筆･毛筆) 

○発表活動 

（話し合い活動を含む） 

○定期テスト 

○作文の記述内容 

○ノートの記述内容 

○ワークシートの記述内容 

 

○授業での取り組み 

 ・話し合い活動等の様子 

 ・自身に身についている資質‣

能力の理解‣把握・取り組む

べき課題の理解‣把握 

 ・身についた資質・能力を活用

しようとする姿勢等 

○提出物(ﾉｰﾄ･ﾌﾟﾘﾝﾄ)の内容 

 

 

 

社会科 
（１）学習指導要領における目標 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化

する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎

を育成することを目指す。 

（２）本校における教科テーマ：【主体的に学習に取り組む生徒の育成】 

（３）本校における観点別評価のための視点と資料とするもの 

観

点 
①知識・技能 ②思考・判断・表現 

③主体的に学習に 

取り組む態度 

視

点 

○事象についての特色や関連を

理解して、知識を身に付けて

いるか。 

○事象に関する様々な資料から

必要な情報を読み取ったり、

図表などにまとめたりしている

か。 

○事象から課題を見いだし、複

数の視点や立場から特色を考

え考察（構想）し、その結果を

表現できているか。 

○事象の変化や比較をふまえ判

断し、自分の考えを考察（構

想）し、表現することができて

いるか。 

○よりよい社会の実現を視野に

課題を主体的に解決しようとし

ているか。 

資

料 

〇テスト 

〇ワークシートの記述内容 

〇GIGA 端末で行った課題の記

述内容 

〇単元のまとめの記述内容 

〇作図や資料の読み取り 

〇テスト 

〇ワークシートの記述内容 

〇GIGA端末で行った課題の 

記述内容 

〇単元のまとめの記述内容 

〇授業での取り組み 

→学習の見通しを立てる 

→課題を解決する中で仲間と 

の学びや修正・調整する 

〇振り返りの記述内容 

〇課題の記述内容の変容 

 

  



数学科 
（１）学習指導要領における目標 

数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得し、これらを活用して問題を解決するた

めに必要な数学的な思考力、判断力、表現力等を育むとともに、数学のよさを知り、数学と実社会との関連につい

ての理解を深め、数学を主体的に生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過程を評価・改善しようとしたりす

るなど、数学的に考える資質・能力を育成することを目指す。 

（２）本校における教科テーマ：【「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体化した数学的活動の充実を図る 

～探究的な姿勢と学び合う姿を大切にする授業～】 

（３）本校における観点別評価のための視点と資料とするもの 

観

点 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

視

点 

○数量や図形に関する本質的な

考え方、基本的な法則を理解

し、それを正確に身に付けてい

るか。 

○基礎的な数量や図形の技能を

使ったり組み合わせたりして、

事柄を表現し、課題を処理で

きているか。 

○筋道立てた考え方や表現力を

高められているか。 

○考え方を深めたり、広げたりす

る力を高められているか。 

○課題解決に向け知識や技能を

活用する力を高められている

か。 

○学び合う態度を向上させてい

るか。 

○広く深く学ぶ意欲を高められ

ているか。 

○学習や課題に対して粘り強く

考えることができているか。 

○問題解決の過程を振り返り、

評価・改善しようとしている

か。 

○自ら課題を発見し、解決しよう

としているか。 

資

料 

○定期テスト                

○単元習熟テスト        

○ワークシートや発表、課題の

内容 

○定期テスト                

○単元習熟テスト        

○ワークシートや発表、課題の

内容 

○課題に取り組む姿勢            

○発表や意見交換時の様子          

○提出された課題からの読み

とり 

○単元習熟テスト 

 

 

 

理科 
（１）学習指導要領における目標 

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自

然の事物・現象を科学的に探究するための資質・能力を育成する。 

（２）本校における教科テーマ 

【理科の見方・考え方を働かせ、科学的に探究するための資質・能力を育む授業づくり】 

（３）本校における観点別評価のための視点と資料とするもの 

観

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

視

点 

〇観察、実験などを行うことを通

して、自然の事物・現象に対す

る概念や原理・法則を理解し

ている。 

 

〇科学的に探究するために必要

な観察、実験などに関する基

本的な技能を身につけてい

る。 

 

〇自然の事物・現象に進んで 

関り、それらの中から問題 

を見いだしている。 

 

 

〇課題を解決する方法を立案

し、観察、実験などを行い、そ

の結果を分析して解釈し、表

現している。 

○自然の事物・現象に進んで関

り、科学的に探究しようとして

いる。 

 

 

〇主体的に探究する活動を通し

て、自然の美しさ、精妙さ、偉

大さを実感し、新たな問題を見

いだそうとしている。 

資

料 

○授業、観察・実験への取り組み

（発言、記述内容等） 

○レポートなどの提出課題の

内容 

○定期テストの観点別問題 

○授業、観察・実験への取り組み

（発言、記述内容等） 

○レポートなどの提出課題の

内容 

○定期テストの観点別問題 

○授業、観察・実験への取り組み

（発言、記述内容等） 

〇単元や章、探究活動の振り 

返りなど 

○レポートなどの提出課題の

内容 

 



音楽科 

（１）学習指導要領における目標 

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と

豊かに関わる資質・能力を育成することを目指す。 

（２）本校における教科テーマ：【音楽的な見方・考え方を働かせるための授業実践】 

（３）本校における観点別評価のための視点と資料とするもの 

観

点 
①知識・技能 ②思考・判断・表現 

③主体的に学習に 

取り組む態度 

視

点 

○曲想と音楽の構造や背景

などとの関わりについて

理解しているか。 

○創意工夫を生かした音楽

表現をするために必要な

技能を身に付け、表現し

ているか。 

○発声の仕方や演奏方法など、音楽表現

を高めるために創意工夫をしている

か。 

○音楽を形づくっている要素や要素同士

の関連を知覚し、それらの働きが生み

出す特質や雰囲気を感じ取り、表現し

たり聴いたりすることができているか。 

○音楽活動を楽しみ、音や音

楽、音楽文化に親しんでい

るか。 

○主体的・協働的に学習に取

り組もうとする姿勢がある

か。 

資

料 

○授業での取り組み 

○実技テスト 

○発声の技能 

〇定期テスト 

〇ワークシートの記述内容 

○授業での取り組み 

○実技テスト 

○定期テスト 

〇ワークシートの記述内容 

○授業での取り組み 

○提出物の内容の取り組み 

 

 

 

 

美術科 

（１）学習指導要領における目標 

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好する心情を育てる。感性を豊

かにし、美術の基礎的な能力を伸ばし、美術文化についての理解を深め、情操を養う。 

（２）本校における教科テーマ：【一人ひとりの感性を豊かにし、造形的な見方・考え方を働かせて表現できることを

目指す。】 

（３）本校における観点別評価のための視点と資料とするもの 

観

点 
①知識・技能 ②思考・判断・表現 

③主体的に学習に 

取り組む態度 

視

点 

〇感性や造形感覚を働かせ、表

現の技能を身につけ、意図に

応じて表現方法などを創意工

夫している。 

〇造形的な視点を理解して

いる。 

〇感性や想像力を働かせて、作

品のよさや美しさを感じ取り、

味わい理解している。 

〇造形的な視点を考えるととも

に、感性や想像力を働かせ、

豊に発想し、よさや美しさなど

を考え、創造的な表現の構想

を練っている。 

〇感性や想像力を働かせて、作

品のよさや美しさを感じ取り、

味わい理解している。 

〇美術の創造活動の喜びを味わ

い、主体的に表現や鑑賞の学

習に取り組もうとしている。 

資

料 

〇作品を制作する技能など 

〇課題を理解し表現など 

〇感性を見通したアイディアスケ

ッチなど 

〇鑑賞、振り返りカード（プリン

ト）など 

〇テストなど 

〇構想を練ったアイディアスケッ

チなど 

〇作品が完成するまでの制作に

おける創意工夫など 

〇鑑賞、振り返りカード（プリン

ト）など 

〇テストなど 

〇学習活動への取り組み 

〇課題の理解、取り組む姿勢 

〇アイディアスケッチなど 

〇作品に取り組む意欲など 

 

 

  

  



保健体育科 
（１）学習指導要領における目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的な解決に向けた学習過程を通して心と体を一体と

して捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成す

ることを目指す。 

（２）本校における教科テーマ： 

＜体育分野＞【見方・考え方を働かせ、生涯にわたって運動に親しみ、豊かなスポーツライフを実現するため

の３つの資質・能力をバランスよく育む学習指導と評価の工夫】  

＜保健分野＞【見方・考え方を働かせ、生涯を通じて心身の健康の保持増進を図るための３つの資質・能力

をバランスよく育てる学習指導と評価の工夫（実践力の育成）】  

（３）本校における観点別評価のための視点と資料とするもの 

観

点 
①知識・技能 ②思考・判断・表現 

③主体的に学習に 

取り組む態度 

視

点 

○運動の合理的な実践を通じ

て、運動の特性に応じた基本

的な技能を身に付けている

か。 

○個人生活における健康・安全

について、課題の解決に役立

つ基礎的な事項を理解してい

るか。 

○生涯にわたって運動に親しむ

ことを目指して、学習課題に応

じた運動の取り組み方を工夫

しているか。 

○個人生活における健康・安全

について、課題の解決を目指

して考え、判断し、それを表し

ているか。 

○運動の楽しさや喜びを味わう

ことができるように、運動の合

理的な実践に積極的（自主的）

に取り組もうとしているか。 

○個人生活における健康・安

全についての学習に自主的

に取り組もうとしているか。 

資

料 

○各種目の要点を合理的に押 

さえた動きをしているかの 

見取り 

○単元テスト 

○学習ノート（プリント） 

○活動の様子（観察）  

○学習ノート（プリント）    

  

○活動の様子（観察）    

○学習ノート（プリント） 

 

 

 

技術・家庭科 
（１）学習指導要領における目標 

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ、生活や技術に関する実践的・体験的な活動を

通して、よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

（1）生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。 

（2）生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、表現するなど、

課題を解決する力を養う。 

（3）よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

（2）本校における教科テーマ： 

【生活に密接した題材の学習を通して様々な心を育てるとともに、未来を創り社会を生き抜く資質・能力の育成を

行う。】 

（３）本校における観点別評価のための視点と資料とするもの 

観

点 
①知識・技能 ②思考・判断・表現 

③主体的に学習に 

取り組む態度 

視

点 

教科の内容についての基礎的・

基本的な知識を身に付け、それ

らに係る技能を身に付けている

か。 

生活や社会の中から課題を見つ

けて自分なりに解決策を構想し、

実践を評価・改善し、課題を解決

しようとしているか。 

よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けて、生活を

工夫し創造しようとしているか。 

資

料 

○プリント、レポート、作業の内容  

〇作品等 

○定期テスト 

○プリント、レポート、作業の内容  

〇作品等 

○定期テスト 

○プリント、レポート、作業の内容  

〇作品等 

 

 



英語科 
（１）学習指導要領における目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書く

ことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを

図る資質・能力を育成することを目指す。 

（２）本校における教科テーマ： 

【ICT を活用した学びの連続性の中で、協調的な言語活動を通して、より良いコミュニケーションのあり方を探究

する授業の実践】 

（３）本校における観点別評価のための視点と資料とするもの 

観

点 
①知識・技能 ②思考・判断・表現 

③主体的に学習に 

取り組む態度 

視

点 

〇英語の特徴やきまりに関する事

項を理解しているか。 

〇文章等を聞いて、または読ん

で、その内容を捉える技能を身

につけているか。 

〇事実や自分の考え、気持ちなど

を、伝え合ったり話したり、また

は書く技能を身につけている

か。 

〇設定された目的、場面、状況

に応じて、情報や考え、気持

ちを適切に表現することがで

きるか。 

〇設定された目的、場面、状況に

応じて、情報や考え、気持ちを

適切に表現しようとしている

か。 

資

料 

○定期テスト    

○単元テスト 

○パフォーマンス 

○定期テスト 

○単元テスト 

〇パフォーマンステスト 

○定期テスト 

○単元テスト 

〇パフォーマンステスト 

〇授業などへの取り組み 

 

 


